
検見川ビーチフェスタ 2026 春

検見川の浜の生き物たち

井上 千代子（大網白里市）

日   時：2026 年 5 月 31 日（日）10：30～14：00 天気：曇りのち晴れ

参 加 者：約 200 名

参加指導員：伊藤、田島、相吉、梅宮、浦部、平田、藤井、星野、山口、井上

今年も検見川の浜で開催された検見川ビーチフェスタに参加しました。予報の猛暑に迫

る気温も曇天であまり上がらず、穏やかな風に吹かれながら、賑やかで楽しい一日になり

ました。会場の一角に幟旗を立てる前に、大潮の早朝から数人で干潟や浅瀬で展示する生

き物の採取をしました。コアジサシ保護区域では、多数のコアジサシが子魚を嘴にくわ

え、巣と海を盛んに行き来していました。

展示した生き物：アサリ、シオフキ、二枚貝の稚貝、ヤドカリ数種、イボニシ、巻貝数

種、カニ数種、エビ数種、タテジマイソギンチャク、魚類（稚魚）、ミズクラゲ、海藻類

（アオサ他）、海草類（アマモ他）、カンザシゴカイ、フナムシ

見るだけでなく、手に取って直接触れることができるコーナーは、人が群がっていて、

傍にあった写真の解説を確認しながら熱心に観察している人もいました。ある程度の量の

採取は必要だと思いました。また、海水と砂を入れた容器にアサリを入れ、海中での様子

がわかる展示は、大人達も熱い？ 視線を向けていました。貝殻展示では、浜でとれる貝紹

介、貝探しや貝合わせ、貝の世界の食物連鎖等、以外に知らない貝の世界をわかりやすく

展示しました。

幼児や子ども達には、初展示のタッチプールが人気で、海水と砂入りのタライの中に放

ったヤドカリさん カニさん達とよく遊んでいました。もう少し年齢層が高い子ども達の方

が、ヤドカリ競争を楽しめるのでしょうか。もう一つ、初展示の紙製の魚釣りも人気があ

りました。心配していた風も穏やかで、大漁に思わず笑顔。親子で会話しながらビンゴに

挑戦する姿は微笑ましく、お土産の会員撮影の身近で見られるカッコ良くて、可愛い生き

物達の写真カードをもらって、うれしそうでした。魚やカニの折り紙、魚やヒトデの塗り

絵コーナーも人気でした。昭和の森や大草の観察会のリピーターの親子が訪ねて来てくれ

て、指導員一同嬉しさで会話が弾みました。幼な顔から成長した少年に、難しい折り紙の

折り方を教えてもらいました。

賑やかなテント前 貝合わせやぬり絵
タッチプールとヤドカリ競争


